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池
宮
城
陽
子
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

1
．
問
題
の
所
在
と
論
点

　

池
宮
城
陽
子
君
の
学
位
請
求
論
文
「
沖
縄
を
め
ぐ
る
日
米
関
係
、

一
九
四
五
～
一
九
五
三
―
沖
縄
基
地
問
題
の
生
成
過
程
」
は
、
沖
縄

に
お
け
る
米
軍
基
地
が
今
日
ま
で
固
定
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
原

点
を
探
ろ
う
と
す
る
問
題
意
識
か
ら
、
戦
後
初
期
の
沖
縄
の
施
政
権

お
よ
び
米
軍
基
地
を
め
ぐ
る
日
米
両
国
の
政
策
と
交
渉
過
程
を
実
証

的
に
分
析
し
た
研
究
で
あ
る
。
池
宮
城
君
は
、
日
米
両
国
が
沖
縄
の

米
軍
基
地
問
題
に
ど
の
よ
う
な
考
慮
か
ら
対
応
し
て
き
た
の
か
、
そ

し
て
そ
の
政
策
は
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
辿
り
、
い
か
に
し
て
今
日
ま

で
基
地
が
固
定
化
さ
れ
る
構
図
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
を
、

日
米
両
国
の
膨
大
な
外
交
文
書
を
読
み
込
む
こ
と
で
解
明
し
て
い
る
。

そ
の
考
察
の
要
点
を
簡
潔
に
記
せ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

沖
縄
米
軍
基
地
の
そ
も
そ
も
の
起
源
は
、
日
本
の
徹
底
的
な
非
軍

事
化
方
針
に
基
づ
き
、
そ
の
実
施
を
監
視
す
る
た
め
の
「
保
障
占

領
」
に
あ
っ
た
。
当
初
米
国
は
、
日
本
の
「
保
障
占
領
」
の
た
め
に
、

沖
縄
で
の
基
地
建
設
と
、
沖
縄
を
信
託
統
治
領
と
す
る
こ
と
を
構
想

す
る
の
で
あ
る
。
非
軍
事
化
方
針
を
甘
受
し
た
日
本
政
府
は
、
沖
縄

の
基
地
化
を
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、
領
土
主
権
は
日
本
の
手
に
残
す

べ
く
構
想
を
練
る
。

　

と
こ
ろ
が
一
九
四
七
年
半
ば
以
降
、
欧
州
に
お
い
て
冷
戦
状
況
が

出
現
す
る
と
、
沖
縄
基
地
問
題
を
め
ぐ
る
米
国
の
戦
略
的
前
提
が
変

化
し
た
。
そ
こ
で
米
国
は
、
日
本
の
非
軍
事
化
と
い
う
占
領
当
初
の

構
想
を
維
持
し
な
が
ら
、
講
和
後
も
沖
縄
の
基
地
を
長
期
保
有
す
る

方
針
を
決
め
る
。
沖
縄
の
米
軍
基
地
に
は
、「
保
障
占
領
」
の
拠
点

と
い
う
役
割
に
加
え
、
冷
戦
下
で
の
対
日
防
衛
の
拠
点
と
い
う
新
た

な
意
味
が
付
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
四
九
年
半
ば
以
降
米
国
は
、
米
ソ
対
立
が
深
ま
る
に
つ
れ
て

日
本
本
土
に
も
米
軍
基
地
を
確
保
す
る
方
針
を
固
め
る
。
そ
れ
は
、

沖
縄
の
米
軍
基
地
と
本
土
に
お
け
る
米
軍
基
地
が
、
米
国
の
ア
ジ
ア

戦
略
上
同
等
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
、
そ
し
て
、
沖
縄
米
軍
基

地
の
存
続
理
由
と
し
て
冷
戦
の
論
理
が
主
要
な
も
の
と
な
っ
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
た
。
時
の
吉
田
茂
政
権
も
、
非
武
装
化
を
前
提
に
、

米
軍
の
駐
留
を
認
め
る
こ
と
で
日
本
の
安
全
を
確
保
す
る
決
断
を
す

る
。

　

一
九
五
〇
年
六
月
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
沖
縄
米
軍
基
地

が
重
要
な
作
戦
支
援
基
地
と
さ
れ
た
の
は
自
然
だ
っ
た
。
同
時
に
朝

鮮
戦
争
は
、
そ
れ
ま
で
は
必
ず
し
も
確
定
的
で
は
な
か
っ
た
米
国
の
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日
本
再
軍
備
方
針
を
決
定
的
に
し
た
。
そ
し
て
米
国
は
、
対
日
講
和

条
約
の
準
備
を
急
い
だ
。
そ
こ
で
米
国
は
、
沖
縄
の
長
期
領
有
の
方

針
を
堅
持
し
な
が
ら
も
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
第
三
条
で
、

事
実
上
日
本
に
沖
縄
の
「
潜
在
主
権
」
を
容
認
し
た
。
米
国
の
戦
略

に
と
っ
て
日
本
の
重
要
性
が
高
ま
っ
た
結
果
の
、
日
本
へ
の
配
慮
で

あ
っ
た
。

　

し
か
し
そ
こ
に
は
、
将
来
の
沖
縄
の
領
土
主
権
は
、
日
本
再
軍
備

に
よ
る
沖
縄
防
衛
の
責
任
分
担
と
引
き
換
え
に
認
め
る
と
い
う
論
理

が
あ
っ
た
。
そ
の
論
理
は
、
日
米
安
全
保
障
条
約
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

同
条
約
の
前
文
と
第
四
条
か
ら
は
、
日
本
が
十
分
な
防
衛
力
を
備
え

れ
ば
、
沖
縄
の
施
政
権
返
還
や
米
軍
基
地
の
整
理
縮
小
が
可
能
に
な

る
と
い
う
論
理
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
講
和
直
後
の
一
九
五
二
年
半
ば
以
降
、
こ
の
論
理
が
一
気

に
後
退
し
て
い
く
。
米
国
が
、「
中
立
化
」
す
る
日
本
に
よ
る
在
日

米
軍
基
地
の
使
用
制
限
の
可
能
性
を
懸
念
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
そ
の
結
果
、
日
本
国
内
で
の
米
軍
撤
退
論
へ
の
備
え
と
し
て
の
沖

縄
米
軍
基
地
の
価
値
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
米
国
は
、
日

本
に
対
す
る
再
軍
備
要
求
を
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
さ
せ
た
。
し
か
し
そ
れ

は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
と
日
米
安
全
保
障
条
約
に
内
在

し
て
い
た
、
日
本
の
防
衛
責
任
分
担
に
よ
る
沖
縄
の
過
剰
な
負
担
の

軽
減
と
い
う
論
理
が
後
退
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
。

　

以
下
、
各
章
の
要
約
を
紹
介
し
な
が
ら
よ
り
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。

2
．
各
章
の
要
約

　

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

序
章　

問
題
の
所
在
と
分
析
視
角

　
　
（
1
）
沖
縄
を
め
ぐ
る
戦
後
初
期
の
日
米
関
係

　
　
（
2
）
先
行
研
究
の
検
討

　
　
（
3
）
分
析
視
角
―
沖
縄
米
軍
基
地
の
役
割
の
変
遷

　
　
（
4
）
本
論
文
の
構
成

第
一
章　

沖
縄
米
軍
基
地
を
め
ぐ
る
日
米
関
係
の
起
源

　

第
一
節　

保
障
占
領
の
拠
点
と
し
て
の
沖
縄
米
軍
基
地

　
　
（
1
）
連
合
国
の
戦
後
国
際
秩
序
構
想
と
日
本
の
非
軍
事
化

　
　
（
2
）
沖
縄
を
め
ぐ
る
戦
時
下
の
米
国
の
議
論

　

第
二
節　

沖
縄
信
託
統
治
構
想
の
萌
芽

　
　
（
1
）
終
戦
直
後
の
日
本
の
対
応

　
　
（
2
）
米
軍
部
の
信
託
統
治
構
想
と
沖
縄
の
行
政
的
分
離

　
　
（
3
）
憲
法
9
条
の
制
定

　

第
三
節　

日
米
両
政
府
内
に
お
け
る
議
論
の
本
格
化

　
　
（
1
）
米
軍
部
と
国
務
省
の
意
見
対
立

　
　
（
2
）
日
本
の
駐
留
協
定
構
想
と
そ
の
挫
折
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第
二
章　

�

冷
戦
下
の
米
軍
基
地
の
役
割
変
化
と
信
託
統
治
構
想
の

動
揺

　

第
一
節　

米
ソ
協
調
の
破
綻
と
基
地
の
役
割
変
化
の
兆
し

　
　
（
1
）
対
ソ
戦
略
上
の
役
割
と
「
芦
田
書
簡
」

　
　
（
2
）
信
託
統
治
構
想
の
後
退

　

第
二
節　

基
地
の
役
割
の
再
定
義

　
　
（
1
）�

限
定
的
封
じ
込
め
政
策
の
形
成
と
基
地
の
長
期
保
有

の
決
定

　
　
（
2
）
確
実
と
な
る
領
土
主
権
の
喪
失

　

第
三
節　
「
不
後
退
防
衛
線
」
の
一
角
と
し
て
の
沖
縄

　
　
（
1
）「
中
国
チ
ト
ー
化
」
政
策
と
沖
縄
政
策
の
修
正

　
　
（
2
）
対
ソ
脅
威
認
識
の
拡
大
と
恒
久
的
基
地
建
設
の
開
始

　
　
（
3
）
沖
縄
と
本
土
に
お
け
る
米
軍
基
地
の
意
義
の
一
体
化

第
三
章　

日
本
の
再
軍
備
と
沖
縄
問
題

　

第
一
節　

朝
鮮
戦
争
と
沖
縄
問
題
の
変
質

　
　
（
1
）
朝
鮮
戦
争
の
作
戦
支
援
基
地
と
し
て
の
沖
縄

　
　
（
2
）
米
国
に
よ
る
対
日
政
策
の
再
検
討
と
沖
縄

　
　
（
3
）
日
本
政
府
の
対
応

　

第
二
節　

日
本
に
よ
る
沖
縄
防
衛
構
想
の
浮
上

　
　
（
1
）
米
中
対
立
と
沖
縄
防
衛
の
責
任
分
担
論

　
　
（
2
）
沖
縄
返
還
の
保
証

　

第
三
節　

沖
縄
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
の
可
能
性

　
　
（
1
）
再
軍
備
着
手
の
確
約
と
「
潜
在
主
権
」
の
容
認

　
　
（
2
）
日
米
安
全
保
障
条
約
と
沖
縄
問
題

第
四
章　

沖
縄
防
衛
問
題
と
日
本
国
内
の
政
治
対
立

　

第
一
節　

沖
縄
米
軍
基
地
の
長
期
保
有
の
確
認

　
　
（
1
）
施
政
権
返
還
を
め
ぐ
る
米
国
政
府
内
の
論
争

　
　
（
2
）
日
本
の
中
立
化
に
対
す
る
懸
念
と
沖
縄

　
　
（
3
）
沖
縄
施
政
権
返
還
問
題
の
「
ね
じ
れ
」

　

第
二
節　

米
国
務
省
に
お
け
る
沖
縄
の
施
政
権
返
還
論
の
後
退

　
　
（
1
）
中
立
化
予
防
策
と
し
て
の
価
値
の
低
下

　
　
（
2
）
沖
縄
米
軍
基
地
の
使
用
権
限
維
持
の
必
要
性

　

第
三
節　

朝
鮮
戦
争
の
休
戦
と
沖
縄
問
題
の
長
期
化

　
　
（
1
）
朝
鮮
半
島
の
後
方
支
援
基
地
と
し
て
の
沖
縄

　
　
（
2
）
米
国
に
よ
る
対
日
政
策
の
修
正
と
沖
縄

　
　
（
3
）
日
本
政
府
の
対
応

終
章　

沖
縄
基
地
問
題
の
構
図

　
　
（
1
）
沖
縄
米
軍
基
地
の
起
源
―
米
国
の
論
理

　
　
（
2
）
沖
縄
米
軍
基
地
の
起
源
―
日
本
の
対
応

　
　
（
3
）
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
と
沖
縄
基
地
問
題

　
　
（
4
）
先
送
り
さ
れ
た
沖
縄
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮
小

主
要
参
考
文
献
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第
一
章
「
沖
縄
米
軍
基
地
を
め
ぐ
る
日
米
関
係
の
起
源
」
は
、
米

国
が
そ
も
そ
も
第
二
次
世
界
大
戦
中
か
ら
、
ア
ジ
ア
の
戦
後
構
想
と

対
日
占
領
政
策
の
一
環
と
し
て
沖
縄
の
統
治
と
基
地
建
設
を
企
図
し

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
米
国
が
そ
の
よ
う
な
構
想
を
抱
く
こ

と
に
な
る
過
程
と
そ
れ
に
対
す
る
日
本
政
府
の
対
応
を
、
日
米
両
国

の
外
交
史
料
か
ら
詳
細
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は
、
日
本
の
戦
争
遂
行
能
力
を
徹
底
的
に
解
体
す

る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
実
現
を
監
視
し
保
障
す
る
た
め
に
連
合
国
が

日
本
の
領
域
に
と
ど
ま
る
「
保
障
占
領
」
を
実
施
す
る
方
針
を
示
し

て
い
た
。
日
本
政
府
は
、
沖
縄
の
基
地
化
は
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、

領
土
主
権
は
日
本
の
手
に
残
す
べ
く
構
想
を
練
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
一
九
四
六
年
一
月
に
、
沖
縄
を
含
む
北
緯

三
十
度
以
南
を
日
本
か
ら
行
政
的
に
分
離
す
る
連
合
国
軍
最
高
司
令

部
訓
令
を
発
令
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
講
和
後
の
沖
縄
を
信
託
統

治
の
下
に
置
く
と
す
る
米
国
統
合
参
謀
本
部
の
意
向
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
日
本
政
府
に
は
、
沖
縄
の
領
土
主
権
を
喪
失
し
か
ね
な
い
と
い

う
悲
観
論
が
一
気
に
広
が
っ
た
。

　

一
九
四
七
年
に
入
っ
て
早
期
講
和
の
機
運
が
生
ま
れ
る
と
、
外
務

省
は
、
独
立
後
に
米
国
と
駐
留
協
定
を
締
結
す
る
構
想
を
検
討
し
た
。

そ
の
目
的
は
、
独
立
後
に
軍
事
駐
留
の
終
了
を
確
認
す
る
こ
と
で
従

属
関
係
を
解
消
し
、「
保
障
占
領
」
の
任
に
当
た
る
駐
留
軍
の
権
利

の
範
囲
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
四
七
年
半

ば
以
降
欧
州
に
お
い
て
冷
戦
構
造
が
出
現
す
る
と
、
沖
縄
基
地
問
題

を
め
ぐ
る
米
国
の
戦
略
的
前
提
が
変
化
し
、
日
本
の
駐
留
協
定
構
想

が
米
国
に
提
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

第
二
章
「
冷
戦
下
の
米
軍
基
地
の
役
割
変
化
と
信
託
統
治
構
想
の

動
揺
」
は
、
欧
州
に
冷
戦
状
況
が
出
現
し
た
一
九
四
七
年
半
ば
以
降
、

一
九
五
〇
年
六
月
の
朝
鮮
戦
争
勃
発
直
前
ま
で
を
考
察
対
象
と
す
る
。

こ
の
時
期
は
、
日
本
の
非
軍
事
化
と
い
う
占
領
当
初
の
構
想
が
引
き

続
き
存
続
し
て
い
な
が
ら
、
米
国
の
対
日
政
策
が
米
ソ
対
立
を
背
景

に
変
化
し
始
め
る
、
過
渡
期
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て
い
た
。
対
日

講
和
も
当
面
延
期
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
米
国
は
、
講
和

後
も
沖
縄
の
基
地
を
長
期
保
有
す
る
方
針
を
決
め
、
沖
縄
の
領
土
主

権
の
帰
属
先
に
つ
い
て
の
決
定
を
先
送
り
し
た
。

　

そ
こ
で
沖
縄
の
米
軍
基
地
に
は
、「
保
障
占
領
」
の
拠
点
と
い
う

役
割
に
加
え
、
冷
戦
下
で
の
対
日
防
衛
の
拠
点
と
い
う
新
た
な
意
味

が
付
与
さ
れ
た
。
国
連
の
集
団
安
全
保
障
が
機
能
し
な
い
場
合
に
は

日
本
の
安
全
を
米
国
に
委
ね
る
こ
と
を
申
し
出
た
も
の
と
し
て
知
ら

れ
る
「
芦
田
書
簡
」（
一
九
四
七
年
九
月
）
に
も
、
同
様
の
発
想
が

示
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
米
軍
が
「
保
障
占
領
」
の
た
め
に

「
日
本
国
内
に
駐
留
す
る
結
果
が
日
本
の
安
全
に
寄
与
」
す
る
、
と
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い
う
論
理
が
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
冷
戦
に
よ
り
「
保
障
占
領
」
と
は
異
な
る
論
理
が
出

現
す
る
こ
と
で
、
沖
縄
米
軍
基
地
を
講
和
後
も
長
期
的
に
保
有
す
る

米
国
の
方
針
が
固
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
米
国
は
、
日
本
本
土
に

お
け
る
米
軍
基
地
確
保
を
企
図
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

沖
縄
の
米
軍
基
地
と
本
土
に
お
け
る
米
軍
基
地
が
、
米
国
の
ア
ジ
ア

戦
略
上
同
等
の
条
件
の
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
結
局
、
時
の

吉
田
茂
政
権
も
、
国
際
政
治
の
大
勢
と
そ
の
下
で
の
米
国
の
対
日
政

策
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
吉
田
首
相
は
、
依

然
と
し
て
講
和
の
条
件
は
日
本
の
非
武
装
化
で
あ
り
、
そ
れ
を
前
提

と
す
れ
ば
講
和
後
の
日
本
に
米
軍
の
駐
留
を
認
め
る
以
外
、
日
本
の

安
全
を
確
保
す
る
術
は
な
い
と
の
決
断
を
下
す
の
で
あ
る
。

　

第
三
章
「
日
本
の
再
軍
備
と
沖
縄
問
題
」
は
、
一
九
五
〇
年
六
月

の
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
か
ら
、
一
九
五
一
年
九
月
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
講
和
条
約
お
よ
び
日
米
安
全
保
障
条
約
の
締
結
ま
で
を
考
察
対
象

と
す
る
。
本
章
で
は
、
そ
の
一
年
余
り
の
時
期
に
、
日
本
が
沖
縄
の

「
潜
在
主
権
」
を
有
す
る
こ
と
を
米
国
が
認
め
た
こ
と
、
そ
し
て
、

日
本
が
沖
縄
の
領
土
主
権
を
回
復
す
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、
沖
縄

を
含
め
た
「
日
本
区
域
」
の
防
衛
責
任
を
分
担
す
る
こ
と
が
、
日
米

安
全
保
障
条
約
の
内
在
的
な
論
理
と
な
っ
た
こ
と
が
論
証
さ
れ
る
。

　

一
九
五
〇
年
六
月
二
五
日
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
沖
縄
米

軍
基
地
が
重
要
な
作
戦
支
援
基
地
と
さ
れ
た
の
は
自
然
だ
っ
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
ま
で
は
必
ず
し
も
確
定
的
で
は
な
か
っ
た
米
国
の
日
本

再
軍
備
方
針
も
決
定
的
に
な
っ
た
。
米
国
の
対
日
講
和
条
約
の
準
備

に
も
拍
車
が
か
か
り
、
同
年
九
月
に
は
、
講
和
条
約
に
お
い
て
将
来

的
に
日
本
が
再
軍
備
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
の
判
断
が
固
ま
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
一
九
五
〇
年
一
一
月
に
中
国
軍
が
朝
鮮
戦
争
に
本
格
的

に
参
戦
す
る
と
、
米
国
で
日
本
の
防
衛
力
強
化
が
急
務
で
あ
る
と
い

う
認
識
が
高
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
米
国
国
務
省
に
お
い
て
、

沖
縄
の
主
権
を
日
本
に
残
す
方
法
の
検
討
が
な
さ
れ
、
同
時
に
「
日

本
本
土
と
日
本
区
域
」
の
防
衛
の
た
め
に
日
本
に
地
上
軍
を
提
供
さ

せ
る
べ
き
と
の
案
が
練
ら
れ
た
。
日
本
本
土
と
「
日
本
区
域
」
を
区

別
し
た
こ
と
に
は
、「
日
本
区
域
」
に
沖
縄
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
意

味
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
、
日
本
に
よ
る
沖
縄
防
衛
の
責
任
分

担
と
引
き
換
え
に
沖
縄
の
領
土
主
権
を
認
め
る
と
い
う
論
理
が
存
在

し
た
。

　

そ
の
後
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
と
日
米
安
全
保
障
条
約

の
締
結
過
程
に
お
い
て
と
り
わ
け
重
要
だ
っ
た
の
は
、
一
九
五
一
年

一
月
末
に
来
日
し
た
ダ
レ
ス
と
吉
田
茂
の
会
談
で
あ
る
。
吉
田
は
、

沖
縄
の
領
土
主
権
問
題
に
関
し
て
、
日
米
二
国
間
で
の
租
借
方
式
を

検
討
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
日
本
は
ま
だ
信
託
統
治
の
可
能
性
が
高
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い
も
の
と
判
断
し
て
お
り
、
租
借
方
式
の
方
が
租
借
終
了
後
の
主
権

返
還
の
論
理
が
明
確
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
ダ
レ
ス
は
、
信
託
統
治
が
既
定
路
線
だ
と
し
て
、
吉
田
の
申

し
出
に
取
り
合
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
ダ
レ
ス
の
返
答
は
、
沖
縄
の
領

土
主
権
問
題
に
柔
軟
な
国
務
省
と
、
信
託
統
治
に
よ
る
沖
縄
支
配
に

積
極
的
な
軍
部
と
の
間
の
対
立
が
解
消
し
て
い
な
い
が
ゆ
え
の
、
当

面
の
公
式
的
対
応
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ダ
レ
ス
帰
国
後
の
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
草
案
の
検
討
過
程
に
影
響
を
与
え
た
の
が
、

ダ
レ
ス
と
の
会
談
に
お
い
て
日
本
側
が
「
再
軍
備
の
た
め
の
当
初
措

置
」
を
示
し
、
防
衛
力
整
備
の
意
志
を
示
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
を
手
に
し
た
ダ
レ
ス
と
国
務
省
は
、
軍
部
を
説
得
し
、
事
実

上
日
本
に
沖
縄
の
「
潜
在
主
権
」
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
第
三
条
を
起
草
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
信

託
統
治
の
実
現
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
の
想
定
の
下
に
、
信
託

統
治
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
問
、
沖
縄
を
含
む
そ
の
他
諸
島
に
対
し

て
、
米
国
が
「
行
政
、
立
法
及
び
司
法
上
」
の
権
利
を
有
す
る
こ
と

を
謳
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
に
沖
縄
の
「
潜
在
主
権
」
が
存
在
す
る

こ
と
を
間
接
的
に
認
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
日
米
安
全
保
障
条
約
に
は
、
そ
の
条
件
と
し
て
の
日
本

の
再
軍
備
と
い
う
論
理
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
前
文
に
お
い
て
、
米
国

は
日
本
が
「
自
国
の
防
衛
の
た
め
漸
増
的
に
自
ら
責
任
を
負
う
こ
と

を
期
待
」
し
、
第
四
条
が
「
日
本
区
域
」
に
お
い
て
「
個
別
的
若
し

く
は
集
団
的
の
安
全
保
障
措
置
が
効
力
を
生
じ
た
」
際
に
は
、
同
条

約
は
失
効
す
る
と
謳
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
日
本
が
十
分
な

防
衛
力
を
備
え
た
場
合
に
は
、
事
実
上
の
基
地
協
定
で
あ
る
同
条
約

が
相
互
防
衛
条
約
へ
と
姿
を
変
え
、
そ
の
際
に
は
「
日
本
区
域
」
に

含
ま
れ
る
沖
縄
の
施
政
権
返
還
や
米
軍
基
地
の
整
理
縮
小
が
進
む
と

い
う
論
理
が
存
在
し
た
。

　

第
四
章
「
沖
縄
防
衛
問
題
と
日
本
国
内
の
政
治
対
立
」
は
、
講
和

後
、
上
述
の
論
理
が
後
退
な
い
し
埋
没
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
の
段
階
に
お
い
て
は
、
米

国
は
日
本
の
再
軍
備
へ
の
現
実
的
期
待
を
抱
い
て
い
た
。
事
実
ト

ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
、
同
会
議
に
お
け
る
演
説
で
、「
太
平
洋
に
お

け
る
地
域
的
防
衛
の
機
構
」
に
日
本
を
参
加
さ
せ
る
意
図
を
表
明
し

て
い
た
。
同
時
に
国
務
省
は
、
引
き
続
き
沖
縄
の
施
政
権
の
日
本
へ

の
返
還
を
模
索
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
解
任
後
連
合
国
軍
最
高
司
令
官

に
就
任
し
た
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
も
、
自
立
し
た
日
本
と
の
新
た
な
関
係

構
築
を
前
提
と
し
た
沖
縄
の
施
政
権
返
還
を
進
言
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
日
本
独
立
直
後
の
一
九
五
二
年
七
月
に
作
成
さ
れ
た

国
家
安
全
保
障
会
議
文
書
は
、
日
本
に
対
す
る
防
衛
力
増
強
の
期
待

と
、「
中
立
化
」
す
る
日
本
に
よ
る
在
日
米
軍
基
地
の
使
用
制
限
の

可
能
性
へ
の
不
安
を
、
共
に
指
摘
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
前
者
の
期
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待
が
満
た
さ
れ
ず
、
後
者
の
不
安
が
増
す
こ
と
で
、
米
国
に
と
っ
て

の
沖
縄
米
軍
基
地
お
よ
び
施
政
権
の
持
つ
重
要
性
が
増
す
こ
と
に
な

る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
国
内
に
お
け
る
米
軍
撤
退
論
へ
の
備
え
と
し

て
の
沖
縄
米
軍
基
地
の
価
値
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
米
国
の
方
針
は
、
期
せ
ず
し
て
日
本
政
府
が
沖
縄
の
施
政
権

返
還
に
そ
れ
ほ
ど
熱
心
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
確

定
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
日
本
政
府
が
消
極
的
だ
と
い
う
印
象

を
米
国
に
与
え
た
の
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
第
三
条
を

額
面
ど
お
り
に
受
け
取
り
、
依
然
と
し
て
沖
縄
に
信
託
統
治
が
実
施

さ
れ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
事
実
、
当
時

外
務
省
は
、
信
託
統
治
終
了
後
の
円
滑
な
施
政
権
返
還
に
備
え
る
と

い
う
発
想
で
、
沖
縄
信
託
統
治
に
臨
む
た
め
の
方
針
の
検
討
に
あ

た
っ
て
い
た
。

　

一
九
五
三
年
半
ば
に
向
け
て
朝
鮮
戦
争
休
戦
の
機
運
が
生
ま
れ
る

と
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
日
本
の
社
会
民
主
主
義
路
線
の
高

ま
り
に
鑑
み
、
日
本
に
対
す
る
防
衛
力
増
強
要
求
を
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン

さ
せ
た
。
そ
し
て
日
本
政
府
も
、
米
国
の
相
互
安
全
保
障
法
（
Ｍ
Ｓ

Ａ
）
に
基
づ
く
対
日
援
助
交
渉
に
際
し
て
、
Ｍ
Ｓ
Ａ
が
条
件
と
し
て

被
援
助
国
に
求
め
る
防
衛
の
自
助
努
力
は
、
日
米
安
全
保
障
条
約
第

四
条
が
謳
う
沖
縄
を
含
む
「
日
本
区
域
」
の
防
衛
責
任
ま
で
は
含
ま

な
い
、
と
の
理
解
と
立
場
を
固
め
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
や
日
米
安
全
保
障
条
約

に
内
在
し
て
い
た
沖
縄
の
負
担
軽
減
の
論
理
が
大
き
く
後
退
し
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
沖
縄
の
施
政
権
返
還
お
よ
び
沖

縄
米
軍
基
地
の
整
理
縮
小
と
い
う
課
題
は
、
後
世
に
先
送
り
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

3
．
論
文
の
評
価

　

以
上
の
と
お
り
本
論
文
は
、
沖
縄
米
軍
基
地
の
起
源
が
戦
後
日
本

の
非
軍
事
化
実
施
の
た
め
の
「
保
障
占
領
」
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

終
戦
後
の
冷
戦
発
生
と
そ
の
ア
ジ
ア
へ
の
拡
大
と
い
う
国
際
政
治
変

動
の
下
で
、
沖
縄
米
軍
基
地
が
日
本
の
再
軍
備
構
想
を
伴
う
米
国
の

冷
戦
戦
略
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
を
、
実
証
的
に
解
明
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
起
源
に
お
い
て
、
日
本
の
徹
底
的
な
非
軍
事
化
を

図
ろ
う
と
す
る
戦
後
構
想
の
一
環
で
あ
っ
た
沖
縄
米
軍
基
地
は
、
日

本
の
再
軍
備
を
伴
う
米
国
の
冷
戦
戦
略
の
下
で
の
重
要
な
基
地
へ
と
、

そ
の
論
理
と
姿
を
大
き
く
転
換
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
は
す
な
わ
ち
、
戦
後
処
理
を
基
礎
に
形
成
さ
れ
て
い
っ

た
国
際
秩
序
が
、
冷
戦
に
よ
る
二
極
化
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
呼
応

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
日
本
は
、
非
軍
事
化
を
想

定
し
た
戦
後
憲
法
と
、
冷
戦
の
産
物
で
あ
る
日
米
安
保
条
約
と
を
共

に
抱
え
込
む
こ
と
に
な
る
。
本
論
文
が
考
察
対
象
と
し
た
沖
縄
の
米
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軍
基
地
問
題
も
、
そ
う
し
た
国
際
政
治
変
動
お
よ
び
そ
れ
に
伴
い
生

ま
れ
た
戦
後
日
本
外
交
の
「
ね
じ
れ
」
の
下
で
、
根
本
的
な
歪
み
を

構
造
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
は
、
日
米
両
国
の
外
交
史
料
を
丹
念
に
読
み
込
み
、
史
資

料
か
ら
同
時
代
の
発
想
や
政
策
を
再
現
し
な
が
ら
、
上
記
の
マ
ク
ロ

な
構
図
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

地
道
な
実
証
に
重
き
を
置
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
国
際
政
治
情
勢
の
変

化
、
お
よ
び
米
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
戦
略
の
展
開
と
関
連
付
け
て
解

釈
す
る
と
い
う
、
池
宮
城
君
の
分
析
ア
プ
ロ
ー
チ
に
負
う
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
池
宮
城
君
が
、
沖
縄
に
縁
の
あ
る
者
と
し
て
、
沖
縄
米
軍

基
地
が
固
定
化
さ
れ
て
い
る
現
状
に
戸
惑
う
問
題
意
識
か
ら
出
発
し

な
が
ら
も
、
沖
縄
米
軍
基
地
問
題
が
抱
え
る
構
造
的
矛
盾
を
一
次
資

史
料
を
用
い
て
客
観
的
に
解
明
し
た
こ
と
は
称
賛
に
値
す
る
。

　

ま
た
本
論
文
が
、
既
存
の
研
究
が
等
閑
視
し
て
き
た
空
白
を
埋
め

た
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
第
一
章
が
明
ら
か
に
し
た
、

日
本
の
非
軍
事
化
と
「
保
障
占
領
」
と
い
う
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が

謳
っ
た
対
日
占
領
方
針
に
基
づ
く
沖
縄
米
軍
基
地
の
起
源
に
関
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
本
論
文
ほ
ど
の
詳
細
な
実
証
的
研
究
は
な
か
っ
た
。

従
来
の
研
究
に
は
、
本
論
文
の
後
半
部
分
が
取
り
上
げ
た
冷
戦
の
発

生
お
よ
び
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
冷
戦
の
ア
ジ
ア
へ
の
拡
大
と
い
う
脈
絡

に
お
い
て
、
沖
縄
米
軍
基
地
に
触
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
す
で
に

多
く
の
一
次
資
史
料
が
公
開
さ
れ
て
い
る
領
域
と
時
代
の
研
究
に
空

白
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
従
来
の
研
究
に
そ
こ
に
着
目
す
る

的
確
な
考
察
の
視
座
が
弱
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
空
白
が
埋
め
ら
れ
た
こ
と
の
意
味
は
、
上
で
述
べ
た

本
論
文
の
分
析
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
関
連
で
考
え
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。

　

ま
た
、
第
三
章
に
お
け
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
と
日
米

安
全
保
障
条
約
の
準
備
過
程
お
よ
び
両
条
約
か
ら
読
み
解
く
沖
縄
米

軍
基
地
に
関
す
る
考
察
に
も
、
本
論
文
な
ら
で
は
の
独
創
性
が
う
か

が
え
る
。
周
知
の
と
お
り
、
時
の
首
相
吉
田
茂
は
、
一
九
五
一
年
九

月
八
日
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
に
署
名
す
る
や
、
場
所

を
移
し
て
日
米
安
全
保
障
条
約
に
調
印
し
た
。
そ
れ
は
、
日
本
が
占

領
か
ら
独
立
し
た
際
の
政
治
環
境
に
、
戦
後
処
理
の
論
理
と
冷
戦
の

論
理
が
混
在
し
て
い
た
こ
と
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
だ
っ
た
。
本
章

は
、
そ
の
構
図
の
な
か
に
沖
縄
米
軍
基
地
問
題
を
位
置
づ
け
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
池
宮
城
君
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
に
お

い
て
沖
縄
の
「
潜
在
主
権
」
が
日
本
に
残
る
こ
と
が
実
質
的
に
認
め

ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
日
米
安
全
保
障
条
約
に
、
日
本
が
沖
縄
を
含
め

た
「
日
本
区
域
」
の
防
衛
責
任
を
分
担
す
る
こ
と
が
沖
縄
の
領
土
主

権
を
回
復
す
る
た
め
の
条
件
で
あ
る
と
の
論
理
が
内
在
化
さ
れ
た
こ

と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
解
く
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、「
保
障
占
領
」
の
た
め
の
基
地
と
い
う
起
源
を
持
つ
沖

縄
米
軍
基
地
か
ら
、
戦
後
処
理
の
論
理
を
完
全
に
払
拭
で
き
る
ほ
ど

あ
の
戦
争
の
歴
史
は
軽
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
米
国
の

対
日
不
信
が
完
全
に
消
え
た
訳
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
日
本
国
内

に
お
い
て
も
戦
争
へ
の
悔
恨
と
反
省
に
立
つ
戦
後
平
和
主
義
が
大
き

な
政
治
勢
力
と
な
っ
た
こ
と
に
も
現
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
日

米
安
全
保
障
条
約
に
盛
り
込
ま
れ
た
、
日
本
の
再
軍
備
に
よ
っ
て
沖

縄
防
衛
の
責
任
分
担
が
可
能
に
な
る
と
い
う
条
件
は
、
簡
単
に
実
現

す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
三
章
が
読
み
解
い
た
沖

縄
の
施
政
権
返
還
お
よ
び
沖
縄
米
軍
基
地
の
整
理
縮
小
を
可
能
と
す

る
論
理
が
顕
在
化
す
る
可
能
性
は
、
現
実
的
に
は
そ
も
そ
も
低
か
っ

た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し
て
、
戦
後
国
際
政
治
が
二
極
化

し
、
日
本
の
政
治
と
社
会
も
二
分
さ
れ
る
状
況
の
下
で
、
今
日
ま
で

沖
縄
米
軍
基
地
が
固
定
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
の
結
末
を
第
四
章
が
詳
細
か
つ
立
体
的
に
考
察
し
、
本
論
文
の
考

察
は
終
わ
る
。

　

以
上
の
斬
新
な
視
点
と
解
釈
を
含
ん
だ
優
れ
た
考
察
に
問
題
が
残

る
と
す
れ
ば
、
沖
縄
米
軍
基
地
に
焦
点
を
あ
て
た
論
点
が
、
結
局
は

日
米
安
全
保
障
条
約
で
日
本
が
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
る
在
日
米
軍

基
地
を
め
ぐ
る
問
題
に
ど
こ
ま
で
包
摂
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
ど

の
程
度
沖
縄
に
特
有
の
問
題
な
の
か
の
区
別
が
、
必
ず
し
も
明
白
で

は
な
い
点
で
あ
る
。
確
か
に
、「
保
障
占
領
」
の
論
理
が
明
示
的
で

あ
っ
た
初
期
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
沖
縄
の
特
殊
性
が
際
立
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
第
二
章
が
的
確
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
米
国
が
日
本
本
土

で
も
基
地
の
確
保
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
沖
縄
と
本
土
の
米
軍

基
地
は
、
と
も
に
米
国
の
ア
ジ
ア
戦
略
に
お
い
て
同
等
の
位
置
づ
け

が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

す
る
と
、
第
二
章
以
降
が
、
沖
縄
米
軍
基
地
の
問
題
と
し
て
論
じ

て
い
る
こ
と
は
、
ど
の
程
度
在
日
米
軍
基
地
の
一
般
的
問
題
と
い
え

る
の
か
、
あ
る
い
は
ど
こ
が
沖
縄
特
有
の
問
題
な
の
か
。
そ
の
点
を

分
析
視
角
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
む
し
ろ
沖
縄
固
有
の

問
題
点
が
よ
り
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

本
論
文
の
結
論
は
、
日
本
が
十
分
な
防
衛
力
増
強
と
沖
縄
防
衛
の
責

任
分
担
を
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
沖
縄
米
軍
基
地
の
固
定
化
の

一
因
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
が
、
そ
の
こ
と
が
分
析
的
に
は
誤
り

で
は
な
い
も
の
の
、
解
釈
の
根
拠
が
米
国
の
戦
略
的
観
点
に
偏
っ
て

い
る
印
象
を
免
れ
得
な
い
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
は
池
宮
城
君
の
研
究
の
さ
ら
な
る
進
化
の
た
め
の

課
題
で
あ
り
、
本
論
文
の
価
値
を
い
さ
さ
か
も
損
な
う
も
の
で
は
な

い
。
よ
っ
て
審
査
員
一
同
は
、
本
博
士
学
位
請
求
論
文
が
、
独
創
的

な
論
点
を
実
証
的
に
解
明
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
先
駆
的
な
学
術
研

究
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
博
士
（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
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位
を
授
与
す
る
の
に
適
当
と
判
断
す
る
次
第
で
あ
る
。

二
〇
一
六
年
七
月
七
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

添
谷　

芳
秀

法
学
研
究
科
委
員
・
Ｐ
ｈ
．Ｄ
．　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

細
谷　

雄
一

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

宮
岡　
　

勲

法
学
研
究
科
委
員
・
Ｄ
．Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
．　　
　
　
　
　

古
田
拓
也
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一　

論
文
の
構
成

　

古
田
拓
也
君
よ
り
提
出
さ
れ
た
学
位
請
求
論
文
「
ロ
バ
ー
ト
・

フ
ィ
ル
マ
ー
の
思
想
世
界
―
―
一
五
八
八
―
一
九
四
五
」
の
構
成
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

は
じ
め
に

　
　

Ⅰ　

ロ
バ
ー
ト
・
フ
ィ
ル
マ
ー
と
は
だ
れ
か

　
　

Ⅱ　

問
題
の
所
在

第
一
部　

V
ita:�1588

―1653

　

第
一
章　

内
乱
以
前

　
　

Ⅰ　

は
じ
め
に

　
　

Ⅱ　
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
の
背
景

　
　

Ⅲ　
「
絶
対
」
の
探
求

　
　

Ⅳ　
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
の
政
治
思
想

　
　

Ⅴ　

シ
ド
ニ
ー
と
ブ
ー
ン

　

第
二
章　

内
乱
と
そ
の
後


